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■実証研究の対象技術と成果目標 ■実証研究の計画 

■対象技術の普及可能性

■市場状況

• アルカリ水電解システムを用いたグリーン水素の大量・安定化生産を
実現する技術の市場性、事業の成立性、普及可能性について調査・検討
✓モニタリング技術を活用したデータ収集・分析による効率的な保守・運用
✓容易に交換可能な電極技術を用いたメンテナンス時のダウンタイム低減

• 2020年に欧州水素戦略、2022年にREPowerEU計画、2023年にネットゼロ産業法
を打ち出し、2030年に2,000万トンの水素供給と100GWの電解槽設置を目指す

• アルカリ水電解のオペレーションコスト低減に資する、モニタリングと
メンテナンス技術を対象とし効果の検証を行う

• 設備稼働率を高める交換部材やモニタリング技術を活用した予知保全
といったソリューションを開発し、One-Stop Solutionの実現を目指す

• 実証研究で獲得したノウハウは含む産業用水素市場を中心に展開
• 日本、欧州、アジアを含む世界各国にパッケージインフラとして輸出し、
グローバルな脱炭素化へ貢献することを期待

• 実証パートナー候補の一つとしてドイツ電力会社と連携し、
50MW級の水電解槽およびモニタリングシステムを用いた実証研究を検討

• 実証設備で製造した水素は化学品合成プロセスでの利用を想定

■概要

• 水素アプリケーションとして、産業用途では製鉄やアンモニアを含む化学原料、
モビリティ用途ではFCVのほか合成燃料での利用が挙げられる

• 開始： 2023年5月
• 終了： 2024年3月

■事業期間

市場状況のまとめと対応方針
• 水電解により大量かつ安定的に水素を生産する技術や長期運用サポートが必要
• 食塩電解で培った当社の長期運用サポート技術を、水電解市場にも展開
• 技術課題に対して、欧州現地のパートナー企業と共にプラント現地で実証

• 2030年の水素供給量95～130TWhにむけて、10GWの水電解槽設置を目指す
• グリーン水素の用途として産業、モビリティ、発電分野を有望視

＜水素アプリケーションの例＞

＜ドイツ＞

＜EU＞

＜課題＞

• グリーン水素アプリケーションの普及には
「原料調達」「製造」「利用」に課題が
あり、水素製造プロセスでは、製造能力の
拡大に加え、水素の安定供給技術の確立と
低コスト化の実現が求められる

水電解事業におけるOne-Stop Solutionのイメージ

水電解用部材と電極
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